
1 

 

 
ひょうご脱炭素経営スクール実施委託業務 

に係る公募型プロポーザル審査方針 
 

１ 目的 

「ひょうご脱炭素経営スクール実施委託業務に係る公募型プロポーザル実施要領」第

９条に基づく提案書の審査にあたり、公平性と合理性を確保するために審査基準を定め

る。 

  

２ 審査方法 

（１）ひょうご脱炭素経営スクール実施委託業務に係る公募型プロポーザル審査委員会（以

下「審査委員会」という。）が、参加者から提出された提案書に基づき審査を実施する。 

 

（２）審査委員会において、審査基準に基づき提案書の審査を行い、最も優れた提案をし

た者を第１順位とする。 

 

（３）審査委員会の委員は、提案書の内容等により、別表に示す審査項目と審査基準に従

い、審査項目ごとに以下の６段階評価を行う。 

優れている ５点 

やや優れている ４点 

普通 ３点 

やや劣る ２点 

劣る １点 

非常に劣る ０点 

 

（４）評価点は、各審査項目の審査結果に対し、指定された加重倍率を乗じて得られた点

数とする。 

 

３ 第１順位者の決定方法 

（１）委員の評価点の合計が最も高い提案者を第１順位者とする。 

（２）合計点が同点の第１順位者が複数存在する場合は、出席委員の多数決により第１順

位者を決定する。それでも決しない場合は、委員長が第１順位者を決定する。 
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（別表） 

 

審査基準 

 

 

 

審査項目 審査基準 
加重倍

率 

配点 

( 合 計

100) 

取組の実現性 
経営状況 

事業実績等 

・会社規模、財務状況、事業実績、想定スケジュ

ールなどから事業の執行に支障はないか。 

・本業務に関して類似の実績を有し、本業務への

ノウハウの活用が期待できるか。 

3 15 

業務推進体制 

本業務遂行

のための体

制 

・本業務の受託者として十分な専門知識やノウハ

ウ、企画力等を有し、業務を効果的・効率的に

行うことができる能力を有しているか。 

・本業務の実施にあたり、必要なノウハウやスキ

ル等を有する担当者が適切に配置され、確実な

業務遂行が可能な体制となっているか。 

3 15 

企画提案内容 

企画全体設

計 

・本業務の目的や趣旨を踏まえた全体像やコンセ

プトが提案されているか。 

・仕様書に沿った内容となっているか。 

5 25 

事業費 
・総事業費は予算規模及び提案内容に合った額で

あるか。 
2 10 

講義内容 

・仕様書で定めた内容が適切に伝わるような内容

が想定されているか。 

・講義回数、開催方法、対象事業者数は仕様書で

定めた内容となっているか。 

・参加した事業者の理解が深まるような工夫がな

されているか。 

7 35 

合計 100 


